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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:500,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:20-1:50,IP 1:20-1:50

Calculated MW:105 kDa; Observed MW:140 kDa
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	背景
	この遺伝子は、エクトヌクレオチドピロホスファターゼ／ホスホジエステラーゼ（ENPP）ファミリーのメンバーです。コードされるタンパク質は、2つの同一のジスルフィド結合サブユニットからなるII型膜貫通糖タンパク質です。このタンパク質は幅広い特異性を有し、ヌクレオチドとヌクレオチド糖のホスホジエステル結合、およびヌクレオチドとヌクレオチド糖のピロリン酸結合を含む、様々な基質を切断します。このタンパク質は、ヌクレオシド5'三リン酸を対応する一リン酸に加水分解する機能を持つと考えられており、ジアデノシンポリリン酸も加水分解する可能性があります。この遺伝子の変異は、「特発性」乳児動脈石灰化、脊椎後縦靭帯骨化症（OPLL）、およびインスリン抵抗性と関連付けられています。[RefSeq提供、2008年7月]
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	ENPP1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HepG2 細胞抽出物のウエスタンブロット分析。

